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カ
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た
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の.

ゑ
な
ぐ
な
る
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た
普
請
に
對
す
る
微
贝
の
努
力
も
亦
空
し
く
な
り
、
田
地
の
相
續
さ
ぇ
出
來
な
く
な
る
の
は
明
ら
か

.
で
あ
つ.
た
"

こ
：
こ
に
お
い
.て
田
中
家

は
*

菊
名
仙
之
承
に
對
し
、
右
の
现
出
を
以
て
、
7
:
.

?r
:

拾
三
ヶ
村
之
も
の
共
江
韶
出
右
川
筋

(

作
^

许
川
筋
を
瓶
す
ー
维

&
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進
退
諸
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站 
9〕

:
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人.
刖
米
铝
刻
賦
之
帳
嚇
蓮
出
髙
權
之
場
所
浓
瀨
削
門
樋
洪
破
.拱
共
修
覆
仕
御
田
地
永
鞛

-4
1
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成
様
4
:
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願

い

出

て

，
：い

.
る
。
.

■

’11
1
中
家
が
組
合
の
確
立
釔
澉
つ
た
の
は
ひ
と
り
か
か
る
规
^

に

出

で

た

の

み

で

欧

な

か

つ

た

。
へ
.
何

 

の

立

替

金
.

を
^

求
ナ
ベ
き
相
乎
が
欲
し
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
希
紫
に

.
も
拘
ら♦

•̂
.时
家
€

願
が.
贫
撒
的
^
形

贫
..
'
*ら

：&

.い
ぅ
ち
に
へ
»*
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永u
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加
藤
村©
門
樋
ょ.
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^̂
^̂
^̂
^

川
に
逆
流
と
な̂

弋
押
#

ぜ
：て
來
为
-0

も
し
て
：幸
字
領
大
塚
村>
;

在

肉

領

盗

杉

村

：の
間
の
士

.
地
は,
_

つ
た
の
で
あ
る
。
贝
に
裂
嘉
永
三
竿

a

八
五
〇$

に
は
、.：江
戸
川
通.
平
方
新
田.

£

1

が
出
來.
フ
前
年
ど
同
，じ
經
過
を
.迪
つ
て
皮
內
宙 

川
に
押
寄
せ
ャ
大
塚
村
及
び
庄
內
領
魚
沼
村
に
切
所
が
生
泠
材
ギ
は
床

*

四
一
五
：尺0

洪
氷_
に

見

舞

ゎ

れ

、
田

畑

皆

水

腐

れ
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農
民
の
困
窮
に
味
甚
し̂•
も
の
が
あ
タ
た
弋̂

加
も
、

こ〈

の_

年

の

：洪

水

に

ょ

：
つ

て

^

逆
水
除
們
樋
は
へ
大
破
損
を*

つ
た
の
で
あ
る
。

.
.

か
か
る
耿
態
：の
中
片
あ
：つ
て
：も
、
:.
'
'
'組
合
亦
混
亂
し
て
い
た
た
め
に
、
：門
橄
普
請
等
.の
願
出
は
不
可
能
で
あ
つ
た

.:
°

從

：つ

て

前

記

門
||
の 

如
き
も
破
撗
の
ま
東
放
置
名
れ
、

.

遂.
に
農
民
は
離
散
す
る
ょ
ぅ
に̂
ク
て
行：

つ
た
。：：加̂

る
に
ク
嘉
永
五
年a

八
五.
ニ
®

に

'̂
叉

々
大.. 

洪

水

に

見

舞

わ

れ

：.る

痛

險

に

さ

ら

さ

れ

た

0
.

こ

、
に%
い
て

、

.
«
合
も

ょ
5

や
く
示
談
を
成
立
せ
：し
め
る
氣
迤
を
生
じ
、
こ
の
嘉
永
五
年 

>

^
は
6

び
治
本
へ
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.
の.
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を
示
し
て
：來
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い
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期
^

お
け
る
組
合
の
混
亂
の
腐
因
を
：考
ぇ
：て
み
を
と
、
結
1
1
5由
中
家
の.
立
替
金
返
濟
問
題
が
大
き
.
な

部

分

を

占

，め

て
ぃ
た
の

‘

で
あ
ろ
ぅ
。
六
年
も
办
後
に
至.づ
.て
の
东
談
成
立
は
從
っ.て
：、.
.姐
合
村
々
が
返
.濟
能
カ
を
持
ク
た
：が
故
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
し
て
、 

村
續
く
洪
水
の
た
め
に
謂
わ
ば
ど
ぅ
^
も
し
ょ

.ぅ

が
な
く
て
成
立
し
た̂

が
深
い
9
し
か
も
田
中
家
.へ
の
と
の
返
濟
金
が
恐
ら
く
未
拂
に

.終

つ

た

で

あ

ろ

ぅ

こ

と
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幕
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至
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中
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衰
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®

ー
淦
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姐
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事
實
か
ら
こ
れ
を
推
测
す
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出
來
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會
雜
諷
饿
四
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叫
卷
第

1

ー
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ぅ
。
m

中
家
は
、
庄
内
十2
川
治
水
辦
業
遂
行
に‘お
け
る
中
核
で
あ
り
、

一
つ
の
主
體
で
あ
つ
た
。

し
か
も
同
家
が
地
主
で
^

つ
た
こ
と 

は
、
In-
i
家
を
主
艘
と
す
る
治
水
琪
業
に
、
特
色
と
限
界
と
を
與
え
た
の
で
あ
る
。
卽
ち

Pi
中
家
は
享
保
度
に
庄
内
古
川
の
堀
繼
•
們
樋
の 

構
*.
•

に
ょ
つ
て.
こ
の
、

水
の
分
野
に
現
わ
れ
た
.
の
で
.あ
る
が

V

'.
.

そ
^

は
そ
の
集
積.
し
：た
土
地
を
經
營
し
、
そ
の
所
有
地
を
職
持
す
る
上 

.

に
、.
^

の
她.
方
|
帶
の
治
水
事
業
炉
緊
急
缺
く
：べ
か
ら
ざ
る
'も
の.
で
：
.
あ

つ

'た

か

も
見
え.
る
治
水H

辦
へ
の
努
力
ば
、
地
主
と
し
て
そ
の
所
有
地
保
誕
に
狂
奔
^

^

姿.
で
も
あ
つ
た
。
然
し
な
が
ら
積
榣
的
に
治
水
邬
業
を
'
 

■.
'

遂
行
し
ぐ
も
ノ̂

ぉ
耕
昽
の
安
垒
は
確
保
出
來
な
扣
つ
た
。
そ
こ

.
で
々
の
地
方.
ー#--
に
ふ
め
る
.
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^

が
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中
家
土
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り
入
れ
.ら
れ
た
の
.で
あ
つ
た
。
そ
し
.て
根
本
讷
に
は

：

田
中
家
.の
土
地
經
營
、
さ
ら
に
は
農
家
經
營
そ
れ
自
身
の
變
質
が
港
え
ら
れ
る
の
で

.あ 

る
い
、
直
接
的
に
は
、\既
中
家
.
§
な
:1
.
,
治̂
水
.の
た
め
^
莫
^
^

規
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で
の
土
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所
有
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す
る
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事
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と
は
、’恐
ら
く
い
い.
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
吾
：々

は
同
家
の
發
展
と
衰
退
と
の
歷
史
の
導
因
を

「

水」

に
の
み
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
は
な 

い
。
然
し
少
な
く.
と
も
そ
の
極
め.
て
重
要
な
1
11
1
'

が
、
こ..
こ.
^
多
つ
允
こ
と
は
見
逃
し
得
な
い̂

:

輯
に
第

に
^

い
て
指
摘
さ

-̂
た
と

こ
'5
で
あ
る
が
>

苽
祿
以
敕
に
關
す
る
涪
平
の
資
料
加
ら
見
で
、。
田
中
家
は
：こ
の
村.
の
本
百
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姓
|

_

し
_

で
：は
t

識

身

來

住

し

允

も

の
2

5

じ
|

そ
の
：時
：6

義

客

1
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る
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即
ち
旣i

の
：寬
永
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1

セ
年

い
も
の
ぼ
眷
ら
な
：い
。
他
方
本
村
最
货
の
文
書
セ
あ
态
寬
2<
5

苹
2

六

の
孫
右
衞
.門
地
を
5

兩

「

分
：で
賢
.つ
：で
.い
‘る
が
、.
文
兵
銜
0
名
が
铒
中
家
代
々
の
襲
名
し
た̂:
の

や

あ

リ

、
：
；
旦

0
本
文
書
が
甶
中
家
に
，

所
藏
さ
れ
て
：い
た
點
か
ら
し
て
右
：の
文
兵
衞
ば
同
家
の
祖
で
あ
る

.に
も
拘
ら
ず
そ
.の
肩
鼙
の
村
名
.は
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で

は

な
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參
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